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研究成果の概要（和文）：ドクターヘリにより母体搬送される妊産婦を安心・安全に搬送することを目的とした
本研究は、搬送時の状況と妊産婦のニーズの調査を行うために研究協力病院との打ち合わせを行ってきた。研究
協力病院の変更や、その後の調整などに時間を要した。これからも全国の母体搬送をはじめ、ドクターヘリでの
母体搬送も年々増加しており、本研究の意義は大きいため、研究を継続していく。

研究成果の概要（英文）：This research was intended to take a maternal conveyed pregnant woman to 
relief, the security by a Helicopter Emergency Medical Service（HEMS).We conducted the meeting with 
the study cooperation hospital to investigate the situation at conveyance and the needs of the 
pregnant woman.
Including national maternal transport, the maternal transport by HEMS increases year by year, too 
and continues a research from now on because the significance of this research is big.

研究分野： 母性看護学、助産学

キーワード： ドクターヘリ　母体搬送
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１．研究開始当初の背景 

  周産期は、母子ともに生命にかかわる緊

急事態が発生しやすい時期である。そのた

め、周産期救急においては、迅速に適切な

医療を提供するための周産期救急医療体制

の充実・強化が重要な課題となっている。

平成 19 年にドクターヘリを用いた救急医

療の全国的な確保を図るために「救急医療

用ヘリコプターを用いた救急医療の確保に

関する特別措置法」が制定され、平成 25年

には 36 道府県で 43 機が配備され、全国の

ドクターヘリの出動数も過去最多を更新し

年々増加している。分娩施設、周産期医療

施設の集約化や重点化により近隣施設での

母体搬送受け入れ困難も全国で大きな問題

となっているのが現状であり、今後もドク

ターヘリによる母体搬送が増加していくこ

とは予想される。 

平成 21年に政府が諮問する「周産期医療

と救急医療の確保と連携に関する懇談会」

では医療の「安全」と子を産み育てること

への国民の「安心」と「希望」の確保を最

優先することを国の責務としている。周産

期救急医療の整備体制は、妊産婦のニーズ

に合った整備体制ができてこそ、周産期救

急医療における「安心」と「安全」の確保

につながり、政府が諮問することと合致す

るといえる。そのためには、搬送された妊

産婦のニーズ、同乗する医療者の妊産婦へ

の対応やドクターヘリの機内環境を明確に

したうえで、妊産婦の安全が守られること

はもとより安心・安楽に搬送できる、現場

で実践可能なケアにつなげていくことが早

急に必要である。 

 

２．研究の目的 

 目的：本研究の目的は、ドクターヘリによ

り母体搬送される妊産婦を安心・安全に搬

送することを目指している。具体的には、

ドクターヘリで搬送された妊産婦のニーズ

と搬送中の状況を明らかにすることと、ド

クターヘリの機内環境と母体搬送時の同乗

医療者の妊産婦の管理及び対応などの実態

を明らかにすることである。 

 意義：母体搬送は、妊産婦の特徴を配慮し

た搬送ができなければ、母児の安全は守れ

ない。本研究を行い母体搬送される妊産婦

のニーズが明らかになることで、母体搬送

に携わる医療従事者のみならず、医療者の

専門を問わず一貫したケアを提供すること

が期待できる。そのことが、緊急な状況の

中でも妊産婦が安心・安全に搬送されるこ

とに貢献でき、その意義は大きい。これは、

教育現場にも活用される貴重な資料となる

ことが期待される。 

 



３．研究の方法 

 1）研究デザイン 

自記式質問紙調査 

２）対象者 

 ドクターヘリにより母体搬送された妊産

婦 

  ドクターヘリにより母体搬送された妊産

婦を対象に、アンケート調査を行う。かか

りつけの病院（搬送元の病院）より、母体

搬送された対象者に、搬送元の病院より電

話で研究の目的と方法について十分説明し、

承諾を得る。その後、同意を得られた対象

者に質問紙を配布する。 

 ３）倫理的配慮 

(1)本研究については、研究代表者の所属す

る研究機関の倫理委員会で承諾を得たあと

に研究を実施する。協力病院での倫理審査

が必要な場合は、さらに協力病院での倫理

審査を受け承諾を得る。 

(2)回答内容についてはプライバシー保護

が十分になされること、結果の発表に際し

ては、個人等が特定されるようなことがな 

いことを対象者に説明する。 

(3)対象者の人権擁護として、個人データの

管理・分析は、ネットワークから隔離され

た状態の専用パソコンで、パスワードを用

いて管理する。専用パソコンは、CPU ウィ

ルス防止対策機能のあるものを使用し、ネ

ットワークには接続せず、自動的流出を予

防する。さらに、専用パソコンや、情報の

入った USB メモリは、鍵のかかる戸棚で研

究代表者が保管する。個人の情報の保管は、

解析データにした後、消去する。 

(4)対象者が特定されないように、データを

暗号化し、匿名化する。 

 

４．研究成果 

  本研究の対象者は、ドクターヘリにより

搬送された妊産婦を対象としているため、

研究協力病院の協力のもと研究を進めるに

あたり打ち合わせを重ねてきた。しかし、

当初予定していた研究協力病院で対象者の

依頼を行うことが困難となり、研究協力病

院の変更が生じた。本研究を行うにあたり、

全体的に打ち合わせ等に時間を要してしま

ったが、変更後、研究協力病院の理解と協

力のもと研究開始となっている。 

これからも全国の母体搬送をはじめ、ド

クターヘリによる母体搬送も年々増加して

いるのが現状であり、本研究の意義は大き

いと考えるため、研究を継続していく。 
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